
会議の開催結果

令和４年１２月２２日

件 名
第７回

桜島地域における義務教育学校整備検討委員会
事務局

教育委員会

管理部

学校整備室

日 時 令和４年１２月２１日（水） １８時３０分 ～ １９時３０分

場 所 桜島公民館大研修室

出 席 者 桜島地域における義務教育学校整備検討委員会委員  ９名（欠席５名）

市出席者 管理部長、教育部長、学校整備室長、ほか

会 次 第

１ 開会

２ 先進地視察について（報告）

３ ワークショップ等での意見について（協議）

４ 校名公募について（報告）

５ 閉会

主な意見等

●先進地視察について

■楠集中・高（肝付町）の給食室の視察結果を報告。※運営上の課題は以下のとおり

・文科省基準に準ずる厨房だが全体的に手狭で、検収スペースや食材庫、トイレ等が不

足している。

・ランチルームの配膳方法や検収室、洗浄レーンなど運用と設計があっていないため不

便なところがある。

■山鹿小（熊本県山鹿市）視察

・現校舎で 10 年目。校門は常に開いていて、校内に通りは地域住民が歩いているがセ

キュリティ面での課題はない。

・ガラス面が多く木材を活かした明るく開放的な内装。室温の上昇が課題。

●ワークショップ等での意見について

・部活動のための倉庫などがないので、設置してほしい。

→今後の部活動の在り方もみながら対応を考えたい。

・義務教育学校に先生たちが慣れていないと、子ども達も不安なのでは。桜島以外の小

中学校の先生にも、ここがこんな学校になるということを知っておいてほしい。

→県内にはすでに義務教育学校もある。市の教育委員会にも学校職がいるので、新設

校のことは教育委員会内でも共有していく。

・桜峰小学校は、学校訪問ヒアリングに児童も参加した。最初は興味がない感じだった

が、模型を使って説明したら色々と意見が出て素晴らしかった。他校でもしてほしい。

→来年度、桜島の各学校を訪問しての児童生徒への説明会を予定している。

・バラバラの教育課程で学んでいた子ども達が、令和 8 年 4 月に統合したらそれまでと

は全く異なる教育課程を受けることになるが、大丈夫なのか。

→来年度から集合学習や、カリキュラムの調整を始めたいと考えている。教育課程に

ついても教育部がしっかり取り組んでいく。

●校名公募について

・謝金はないとのことだが、校名に決まった方への連絡もないのか。

→本人の了解を得られれば、作成者として発表や表彰などしてもいいと考える。同じ

校名が多く集まったら、代表者を抽選なりで選ぶことになるのでは。


